	
	法第34条第1号　公益上必要な建築物（社会福祉施設）
添付図書一覧表　　豊川市R6.4.1



	添付書類
	作成要領・注意事項等
	事前

	申請書（※）
	・正本、副本。１欄には登記面積及び実測面積を併記
	

	調査書（※）
	・調査書は正本に綴じ込み、本申請時に持ち回りのこと
	

	建築理由書
	・豊川市長宛

・施設を必要とする理由（今までの事業実績、開業に至る経過、事業の見通し等）

・申請地選定理由（調整区域の既存集落の状況、接道、排水等）
	○

	事業計画書
	・施設等の名称、根拠とする法律、施設に定められる基準への適合（国、県の基準）

・施設の計画規模（収容人員、運営計画）、資金計画（収支・年度別資金、補助金）、経営者、従業員数、管理計画、操業時間・休日等）、操業予定時期等
	○

	福祉部局との

打合せ記録
	・社会福祉事業への適合性、事業者の設立認可、指定居宅サービス事業者の指定、関係する基準への適合性、開設見込み等、打合せした担当部局・担当者・打合せ年月日
	○

	資格等証明書
	・施設に必要な資格。（例：社会福祉士、介護福祉士、保育士）
	○

	法人登録簿
	
	○

	定款・運営規定
	
	○

	議事録
	・社会福祉施設設立について記されたもの
	○

	決算報告書・役員名簿
	
	○

	土地全部事項証明書
	・申請土地。排水、接道のため利用する土地。仮換地の場合は一時利用証明書を添付。
	○

	建築同意書（※）
	・関係権利者（所有権者、抵当権者、根抵当権者、地役権者など）の記名。
	

	付近見取図

（縮尺1/2500）
	・都市計画図使用、調査年月日、申請地（赤枠）、排水経路（若葉色）

・既存集落（対象建築物を黄色塗りつぶし）、市街化区域・調整区域の境界
	○

	土地の公図
	・写し可。写しの場合は転写場所・年月日、申請区域（赤枠）

・申請地隣接地が字界となる場合は対側図（参考に合成図も添付）
	○

	実測図
	・敷地寸法、求積表、杭の位置・種類
	


	敷地現況図

（縮尺1/200以上）
	・方位、敷地境界線・寸法、現況高・計画高

・道路の基準法上の種類・幅員、道路後退線(後退部分の面積)

・予定建築物の位置・用途・高さ、出入口

・排水施設の経路、種類、規模、排水施設、吐口位置
	○

	排水承諾書
	・道路側溝以外の排水で必要があれば添付（例：農事組合、地元区長）
	

	排水施設構造図
	・浸透マス等を設置する場合。浄化槽の処理水を浸透桝に流入させる場合は、事前に東三河総局環境保全課と協議すること。
	

	建築物平面図・立面図
	・縮尺1/200以上、面積表、平面図は各階、立面図は2面以上・最高の高さ
	○

	用途変更しない旨の

誓約書(※)
	・豊川市長宛
・申請者の記名
	

	委任状　(※)
	・代理者資格名（行政書士または建築士）記入
	


注１　この他にも、申請の内容により必要となる書類、記載すべき事項がありますので注意してください。
開発許可の場合 ⇒ 現況図、土地利用計画平面図（敷地現況図に代わるもの）、設計説明書、造成計画平面図・造成計画断面図、擁壁の構造図等が必要となります。

注２　公的な証明書、申請者等の記名がなされた書類の他は、申請代理人の記名をお願いします。
注３　添付書類の※印については、様式がありますので参考にしてください。

注4　事前相談に添付する書類は写しで構いません。
注5　公的書類は発行日から3か月以内のものの添付をお願いします。
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